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斎藤新一部 (北海道立林業試験場 )

1 まえがき
北海道東部の根釧地方には,ラ ン ドサ ッ ト写真に写るほどに,幅の広い防風林帯縄が ,
格子状に保残ないし造成されている。これ らの林幕幅は,国有防風林で180m(100関 ),支
庁管轄のそれで40～ 50mで ある。そ して,こ の地方では ,低温のために ,雪質が軽 く,積
雪が風食されて,1冬 に 1～ 3回 の地吹雪が発生 しやすい .た とえ積雪深が10cmで あって
も,林帯間隔が 500mな いしそれ以上もあるので ,地 吹雪が発生すると,林帯内に深い吹
き溜ま り (雪丘)ができて,林木に雪害が生 じやす く,壊減に近い被害を受けて,改植を
余儀な くされた林帯もある .

筆者は ,こ れまでの 4冬 (1989.2,1990.2,19912,&19922:すべてが下旬),1夏
(1988.7),■ 初冬 (199012)の 計 6回 の調査結果か ら,耕地防風林の地吹雪捕捉機能
と林木の雪害を,ま た,雪丘害に対す る林木の保育 と更新方法を,検討 してみた。
4年間にわたる調査をとりまとめるにあたつて,筆者は,元北海道立林業試験場の成田
俊司専門研究員 ,01路支庁林務課森林管理係 ,標茶町農林課林政係 ,お よび標茶町森林組
合の関係各位 に,た いへんお世話 になったことを付記 して,感謝の意を表する .

2 調査地の概要および調査方法
調査地は,標茶町ll別原野の開拓地 (草地)で あり,摩周面 (北北西～北風)に 対 して,
幅が約40mの カラマツ防風林帯が,約 500mの 間隔で,4帯配置されている.各林帯とも,
植栽齢が約20(18～ 23)年生で,樹高が10m未 満 (7～ 10m),胸高直径が6～ 20cmで あり,生
育密度が約3000本 /haで あつて,ほ とんど除間伐がなされてこなかつた。各林帯にほぼ共
通して,風上側林縁の幅10mを残して,林帯中央部～風下林縁の幅30mが雪害でほとんど
壊滅し (林帯の3/4が無立木になつた),1989年 から,こ の部分に改植が行われている .
冬には,積雪深 ,雪丘断面 ,林木の雪害,ほかが調査され,夏には,林分構造 ,生育密
度,林木の雪害,ほ かが調査され ,初冬には,間伐試験および裾枝打ち試験が実施された。

3 調査結果および考察
1)1989年 2月 21日

第 1回 の冬の調査では,雪丘は風上林縁から風下側へ約20mの 場所に最高点 (197cm)が
あつた。雪丘断面の観察から,7回 くらいの小さな地吹雪が発生したらしく,雪質がヨシ
モザラメ状で,比重が03～ 04で あった。雪丘の風下lmlに は,林木がなおいくらか生き残
り,積雪の沈降圧によつて,幹の傾斜 ,折れ ,枝抜けが多発していた.風上林縁の風上側
では,ほ ぼ45mか ら先が無積雪であつて,牧草が露出していた。また,風下lalで は,約 1
00m先 から無積雪であつた。林帯間500mの うち,無積雪区間が約350mと なつた .
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2)1990年 2月 21日

第 2回 の冬の調査では,雪 丘の頂点は風上林縁か ら約30m(150cm)で あつた.冬 に数回

の雨があ り,地吹雪の発生が弱 くて ,コ シモザラメ～シモザラメ状の雪質で,全体の平均

比重が0.38で ,林帯の風上側 ,風下側 とも,無積雪の部分はなかつた。積雪下には,更新

植栽 (改植)が なされていたが,雪 丘を低 くしない限 り,吉木が雪上木に到達す る時点で,

雪害を受ける可能性がきわめて高い。

3)1991年 2月 20日

前年の初冬に,風の透過率を高め,雪丘を低くする目的で,風上林縁帯の間伐 (約 3000
→1500本 /ha)お よび裾枝打ち (地上高が2.0～ 2.4mま で)を試験的に実施し,対照区と
比較することにした。その結果,第 3回 の冬の調査では,ほぼ 1昼夜の地吹雪で (雪質は

ヨシマリユキ状,比重が0.25～ 045),対照区では,雪丘の高さが 260cm(位置は33m風
下)に も達したのに,間伐区のそれは 170cm(同 33mと 40m)に すぎなかつた。従つて ,
間伐および裾枝打ちは,雪丘の低下に有効で,改植木の雪害軽減にも効果が大きいとみら

れた。なお ,無積雪区間は,風上側ではほぼ50m先 から,風下側ではほぼ100m先 からで

あった。つまり,1989年 の冬と同様に,林帯間の約 350mが ,風食を受けて無積雪であつ

た。これから推測して,林帯の防風防雪機能は,樹高が10m近 くても,風上ttIへ樹高の約
5倍 ,風下側へ約10倍 であり,少 なくとも200m間隔に林帯が必要である .

4)1992年 2月 26日

第 4回 の冬の調査では,対照区の雪丘は風上林縁から風下側へ約32mの場所に, 140cn
という最高点があつた。雪丘断面の観察からは,5回 くらいの小さい地吹雪があり,雪質
がヨシマリユキ～ロシモザラメ状で,比重が0.27～ 0.42で あつた.間伐区の雪丘の高さも

同じく 140cmで あつたが,そ の位置は約42mであって,無間伐区のそれより10mほ ど風下

lmlで ぁった.改植された樹種では,積雪深が70～ 80cnの 場所で,シ ラカンバ (樹高 170cm)

は倒伏し,ア カエゾマツ (同 0.9m)は 直立していた。林帯の風下側 ,風上側とも,冬の雨
の影響で,地吹雪の発生が抑制され ,無積雪の部分 (牧草類の露出)は 見られなかつた。

以上の4回 の冬の調査から,雪丘の高さと位置を示すと,図 -1の ようになる。また ,
強い地吹雪があれば,対照区と間伐区の雪丘のサイズの違いは大きいが,地吹雪が弱けれ

ば,両区のサイズの違いはあまり大きくならない,と いえる.
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図 -1 過去 4冬 に,林帯の風下 lalに 形成された雪丘のサイズと位置の比較
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5)新 しい林帯の造成方法

現状の改良は,た いへん重要なことであるが,本来的には,樹高の 10～ 15倍 が防風防雪
機能の範囲であるか ら,林帯間隔を現状の約 1/2(200～ 300m)に して,防風機能を穂 と
区域の全体に広げ,地吹雪の発生そのものを抑制しなければならない。また,林帯の機能
は,防風 ,防雪,防霧のいずれであっても,樹高さえ確保できれば,幅は10mで 十分なの
であるから,木材生産を第■義としなければ,40mの林帯幅は不要ということになり,土
地利用の上から,10m幅 の林帯をより密な格子状に配置することが望ましい。そうすれW
ば,林帯間の中央部分でも,風食で無積雪 (土壌凍結)に ならず ,林帯の風下側にも高す
ぎる雪丘ができなくなる (図 -2).
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図-2 幅10m,樹 高10～ 15m,間 隔200～ 300mの ,2林帯の間の風速変化と積雪深変化

4 結 論
現拭を改良しようとすれば,生育密度を低 くし (20年生で1500本 /ha),裾枝打ちを行
つて,健全で透過率が高めの林縁帯に誘導して,雪丘を低 くし,よ り耐雪性の高い種の苗
木で改植し,それ らが雪上木になるまでは雪害が生 じにくくする施業方法が提案される .
また,新 しく防風林帯網を構築しようとすれば,林帯間隔を現状の1/2(200～ 300m)
にして,林帯幅を10mに 狭め,地吹雪による雪丘害を軽減するとともに,植栽密度を低 く
し (3000本 /ha),除間伐および裾枝打ちを徹底して,経済林とは一線を画した,健全な
個体の集合体を育成する施業方法が提案される。
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